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いろんな人と人とのつながり、
ふれあいを 美浜のMと波で

イメージしました。
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会報名「ふれあい」のおもい：心のふれあいによって相手を理解し、思いやりの心が生まれ、新しい美浜をつくっていく。
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人権協 HPが
できました！

美しい歌声に聞きほれました。歌の途中に話が入っ
ていて、ウクライナのことを身近に感じる事ができ
ました。日本の歌を歌われた時が特に感動しました。

すてきな歌声で心が洗われたようでした。多く

を魅了する表現力を前に、どうして争いや差別

がなくならないのか不思議でなりません。

日本語が美しくて日本人の自分よりも日本人らし

いと思いました。メロディーラインが哀愁を帯び

ていて、日本人の感受性とウクライナの音楽は通

じるところがあるように思いました。ふるさとを

当たり前に感じられることが普通ではないのだな

と改めて思いました。

透明感のある歌声とバンドゥーラが耳にとても心地よかったです。そして、所作の美しさにも引きつけられました。1日も早くウクライナに平和な日々が訪れることを願います。なっちゃんボルシチ、食べて応援します。

穏やかな所作と話し方、バンドゥーラというウクラ
イナの楽器のすばらしさに負けない歌声にどっぷり
と浸りました。知っている曲も別格に聴こえました。
そしてチェルノブイリの事故に対して「人間は忘れ
る事で同じ事を繰り返す」強く胸にささりました。

12 月の人権週間にあわせて、なびあすで「人権のつ
どい2024 」が開催されました。

今回はウクライナの歌姫「ナターシャ・グジーさん」
にお越しいただき、「水晶の歌声とバンドゥーラの可憐
な響き」と題したコンサートを行いました。

人権のつどい部会では、「ウクライナの問題を忘れな
いで欲しい」「他人事として無関心でいて欲しくない」
という思いがあり、3年前からナターシャさんに出演の
オファーを続けてきました。そして、ようやくスケジュー
ル等が調整でき、今回のコンサートが実現しました。

コンサートでは、チェルノブイリでの体験や、ウクラ
イナと日本の架け橋として活動してきた思い、ウクライ
ナへの支援についての語りを交えながら、ウクライナの
曲と「防人の詩」や「秋桜（コスモス）」などの日本の曲
を歌ってくださいました。参加者は、その透き通る歌

声とバンドゥーラ（民族楽器）の可憐な音色に魅了され、
時間を忘れてコンサートに聞き入っていました。

アンコールでは、ウクライナへの応援歌として「希望
の大地」、参加者も一緒に歌う曲として「ふるさと」を
披露し、あたたかい気持ちでコンサートが終了しました。

また、終了後には、ウクライナ支援のチャリティーが
行われ、「食べて応援！ウクライナ～なっちゃんのボル
シチ～」やウクライナの民族衣装の販売が行われました。

今回の人権のつど
いが、ウクライナや
ガザの問題に少しで
も関心を持ち、命の
尊さや平和の大切さ
を改めて考えるきっ
か け に な る こ と を
願っています。

［歌手・バンドゥーラ奏者］
ナターシャ・グジー さん

◆年間3号発行しているこの広報紙。今年度も最終号と
なりました。手にとっていただきありがとうございます。
◆編集後記のネタ探しをしていると、ふと人権啓発の
キャッチコピーが目に止まりました。法務省のキャッチ
コピーは、今年も『「誰か」のこと  じゃない』です。◆ほ
かにもネットで探してみると、「誰だって手を貸してほ
しい時がある」「『なんとなく差別』していませんか？」「な
んでやねん。-見上げる空も踏みしめる大地も同じなの
に。-」「だから、考えて、考えて、考えた。この言葉は、絶
対、私自身だ。」「時は、解決してくれない。人しか、解決
できない。」「ふとした瞬間　誰かを壊してしまった。」「そ
のままのあなたで」「LGBT『自分には関係ない』そう思っ
ていました。」など、時勢や真理を捉えて突き刺さってく

るものがたくさんありました。◆今日の人権課題は、女性・
こども・高齢者・障害のある人・部落差別・アイヌの人 ・々
外国人・感染症・性的マイノリティなど、多岐にわたりま
す。法務省の「『誰か』のことじゃない」は、確かコロナや
SNSが勢いを増した頃から続いていると思いますが、人
権課題に接したときに、まずは「自分ごと」として考えて
ほしいということだと思います。私たちが日常生活の中で、
言葉や文字を発するときに、そう考えることが人権課題
解決の第一歩になると伝えていると感じています。◆では、

「あした天気になあれ」と願いながら、今年度終わりの編
集後記とさせていただきます。いつもお読みいただきあ
りがとうございます。次年度も一人でも多くの方に手に
取っていただけますように…。 【広報部会員一同】

◆ウクライナ難民を含め、日本は外国人に対し壁を作る性質がある。話せば同じ人間だということは子どもの時の経験が必要だと思う。　
今回の「マイスモールランド」は非常に理解しやすく、世界の情勢含め、良かったと思う。ぜひ子どもたちの理解を深める助けとなる作
品やイベントを要望したい。（Y. Hさん）
◆自分自身も以前手話を少し習ったことがありますが、手の動きから手の動きへと伝わっていくことで会話が成り立つのはすばらし
いことだと感じています。今もう一度手話を思い出してみたいなと思いました。（S. Kさん）
◆令和 5 年度全国中学生人権作文コンクール内閣総理大臣賞の小篠さん（中学 3 年生）のインタビューを福井新聞で読みました。小篠
さんの生い立ちを知り、自分が傷つかないようにする為には「言わない選択」があるということ、自分が言えるタイミングで言えば良
いということ、何気ない発言が人を傷つけてしまうかもしれないと想像を働かせるとともに自分のことも守って欲しいと書かれてい
ました。人と関わる中で、本当に大事なことは相手と自分の両方の人権を守ることなのだと思いました。（H. Kさん）

「ふれあい」第84号をお読みになった読者の方より、多数のおたよりが寄せられました。
ありがとうございます。紙面の都合上、その中のいくつかを紹介します。
これからもみなさんの「声」をお届けいただけると幸いです。

■応募方法■（郵送、FAX、E-mailいずれかでお願いします）

●答え・住所・氏名を巻末の用紙に書いて下記までお送り下さい。
　〒919-1141 美浜町郷市29-3 人権協事務局（生涯学習センターなびあす内）
　　　　※FAX（0770-32-1222）
　　　　　 E-mail（jinkenkyo@town.fukui-mihama.lg.jp）

●〆切は、令和7年●月●日（金）です。（当日消印有効）
●正解者の中から抽選で、図書カードをお送りします。
●前号の人権クロスワードの正解は「ウクライナ」でした。
　たくさんのご応募、ありがとうございました。正解者は16名でした。
今回の当選者は 宇都宮 晃子さん　畑田 和美さん　森井 香織さん

 八木 宏樹さん　山本 裕子さん
以上の皆さんです。おめでとうございます!

1 9 16 19

14

2 6 12

7 10 17

3 11 18 20

4 8 15

5 13

編 集 後 記

 1.  ワインの栓などに使われています。
 3.  その方向に歳徳神がいると言われる、最もよいとされる方角のこと。
 6.  病気やケガなどが治ること。
 8.  将棋で王将（玉将）がどこにも逃げられない状態のこと。
 9.  地面で水のたまったところ。
10.  人や物の過去から現在までの記録のこと。
12.  立春後の寒さのこと。
14.  汗によって皮ふにできるふきでもの。
15.  山と対になる言葉。「山あり○○あり」など。
16.  いつまでも変わらないこと。永遠。
17.  手術などの時に使用する刃物。
19.  火山灰が風化してできた赤褐色の土のこと。関東○○○が有名。
20.  一般に多くの中から特に選び出されること「○○○の矢が立つ」。

タテのカギヨコのカギ
 1.  神社の前などに置かれる、一対の犬に似た獣の像。
 2.  物事がまだ始まったばかりのこと。宵の○○、序の○○など。
 4.  思い立って事をはじめること。
 5.  山と対になる言葉。「○○千山千」など。
 7.  全長約 40cm、足とくちばしが赤い冬鳥。東京都や敦賀市

などの鳥として定められています。
11.  ○○シュウ、ス○○ダー、ペア○○ト、チルド○○
12.  落語や漫才などの大衆芸能を興行する演芸場のこと。
13.  言葉と言葉をつなぐ助詞のこと。漢字で「弖爾乎波」とも

書きます。
14.  時間のこと。ワット○○○、ラッシュ○○○など。
16.  【ヨコ18】のネタの一つ。マグロの肉の脂肪の多い部分。
18.  酢で調味した飯に魚や貝を乗せて握った料理。

 感想や
ご意見も
お願いします。

黄色のわくの中の文字を使って
できる言葉が答えです。人権クロスワードパズル

を尊重する

希望の架け橋

ナターシャ・グジーナターシャ・グジー
コンサートコンサート

チャリティー物販の様子
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生まれつき悪い子なんていない
　～奈良少年刑務所 絵本と詩の教室～

作家・詩人の寮美千子さんをお招きし、ご講演をいただきました。
寮さんは、ふとしたことから、奈良少年刑務所の少年受刑者を対象として、詩や絵本

を使って教育を行う「社会性涵養プログラム」という独自の取組みの講師を半年間（毎
月1回）依頼されました。しかし、相手は窃盗や殺人など重罪を犯した受刑者ばかりで、
人生を踏み外した彼らに、なにかいい影響を与えられるのか、全く想像できなかった
そうです。
寮さんは、子どもたちがリラックスできる授業にしたいと考え、子どもたちの言うことを「否定」しな

いことを大切にされました。ここに来ている子どもたちは、自分が家庭や周りの大人たちから人間扱いさ
れることがなかったから他人にしてあげることができない。その子たちに自然体で接することで仲間感が生

まれてくると考え、授業を続けられたそうです。
5期目の受講生の一人が書いた詩に「空が青いから白を選んだのです」という詩があります。普段、あまり喋らない子が、この詩を

朗読したとたん、たくさん語り出したそうです。「お母さんが亡くなる時に『辛いことがあったら、空を見て。そこに私がいるから』と言っ
てくれたそうです。お父さんは、いつもお母さんに暴力を振るっていたが、身体が小さかった自分は何もできなかった。空にいるお母
さんが見つけやすいよう、自分は雲のような白を選んだという詩を聞いた時、教室にいた他の受講者から「この詩を書いたことが、親
孝行だと思いました」など反響が大きく、自分の書いた詩が皆の心に届いたと感じたその子の表情は、晴れ晴れとしていたそうです。
その後、その子は作業場の副班長を務め、他の受刑者の人生相談を受けるまでに成長したそうです。

受刑者の子ども達は、加害者であると同時に被害者でもありました。心を閉ざしてしまっていた子ども達は、寮さんの授業を受け、
その授業を受講した186人全員がいい方向に変わっていくことができたそうです。寮さんは仰っていました「刑務所の高い壁は、受
刑者を閉じ込めておくためだけのものではなく、彼らを一時的に守る防波堤である」と。それぞれの家庭で、無理に励ますのではなく、
その子の今を受け入れてあげる、そしてその子を信じてジッと待ってあげて、子ども達に安全安心な場所を作ってあげることが大事で
あると寮さんは教えてくれました。

12/4（水）から12/10（火）の1週間を「第76回人権週間」と定め、全国各地で多数のイベントが実施
されました。美浜町でも、この人権週間中に人権作品の入賞作品展示や人権協の活動紹介コーナー、人権
共同作品の体験コーナー等を設け、多くの方々に人権について考える場を提供させていただきました。

崇仁発信実行委員会代表の藤尾まさよさんを講師としてお招きして、講演会が開催されました。
藤尾さんは、息子さんの通う中学校のPTA役員を務めたことがきっかけで、人権学習に出会い、

人権について学ぶことの大切さに気づき、さまざまな人権啓発活動を行うようになったとのことで
した。講演では、差別を受けたつらい経験や人権学習の大切さについて、詳しくお話ししてくださいました。

以前は、「人権学習？ 差別したらあかんってことやろ。わかってる。」といった感じで、自分では人権について理
解しているつもりでいたそうです。しかし、職場で上司から差別的な扱いを受けたり、結婚差別のため長く付き合っ
た方とも結婚できなかったり、そんなつらい差別を受けても、「差別されるのは、差別される場所に生まれた自分が
悪い。」と考えていた時期もあったとのことでした。差別を受けてもどう対応していいのかわからず、家族に当たり
散らしたり、自殺を考えたりしたこともあったそうで、差別や人権に関する知識・理解が不足していたことを反省し
ておられました。人権学習に出会い、自分に足りなかったことは、わかったふりをして人権について学んでこなかっ
たことだと気づき、学習を進めていく中で、差別に立ち向かう勇気・力を得ることができたそうです。

講演の中で藤尾さんが話されていた、「差別・偏見は、誰の心の中にもある。それに気づいて改善していくのが人
権学習である。人権学習は『幸せの学習』である。」という言葉が、深く印象に残りました。

人

権

コ

ラ

ム

　
は
た
し
て
大
仏
は
人
々
を
救
っ
た
の
か
？

［
執
筆
］
美
浜
町
文
化
財
保
護
グ
ル
ー
プ　

小
牧 

拓
矢 　

10/24
thu

2024

第 ５ 回
町 民 人 権 講 座

第 ６ 回
町 民 人 権 講 座

［講師］

寮
りょう

 美
み

千
ち

子
こ

 さん

［講師］

藤
ふじ

尾
お

 まさよ さん

正しく知って正しく理解するこ
との大切さを改めて感じました。

「自分の考え方がみんなを幸せに
しているか」新しい視点でした。

一人の一生の中に部落差別が入っ

ていることの重みが伝わってきた。

いつまでもどこかで、まだ繰り返

される差別は 1 日も早く解決し、

無くなることを切に願います。

「人権学習＝幸せの学習」、子どもたちにも伝えたいです。
理解力がある人、自分を理解してくれる人がそばにいて
くれる安心感、確かにそうだと気づきました。私も周り
にいる人を安心させ、幸せにできる人になりたいです。

人 権人 権についてについて 考考えようえよう

人権協活動紹介 人権作品展示

体験コーナ
ー

福井県の人権啓発

みんな
の

みんな
の笑顔笑顔がかがやくがかがやく美浜美浜
笑顔を描いて

美浜
をいっぱ

いにしよう！

「安心安全な場所と時間を確保す
る」ことによって、人は自分の
中にあるよい種を芽生えさせる
ことができる。それを実感でき
るように、自分の行動を改めな
ければならないと強く思った。

評価されない空間、子どもたちにはない

と思いました。子どもたちに傷ついて

欲しくない、成長して欲しいと思う。親

のエゴが強すぎたと反省しました。お話、

とても面白く聞かせていただきました。

「くも」の詩、感動しました。

涵養、否定しない、説教しない、安全安
心な場所と時間、弱音を吐ける場、家庭
や学校や地域の中のどこかにこんな場所
があれば、子どもは、（大人も）救われる
んだと思います。
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は
金
メ
ッ
キ
を
施
す
作
業
で
し
た
。
当
時
は
金

を
塗
る
際
、
水
俣
病
の
原
因
に
も
な
っ
た
有
害
な
金
属
で
あ
る
水
銀
を
溶
か
し
た

ア
マ
ル
ガ
ム
と
い
う
合
金
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
で
大
量
の
水
銀

を
蒸
発
さ
せ
た
事
に
よ
り
、
多
く
の
作
業
に
あ
た
っ
た
人
々
や
周
辺
の
住
民
の
体

内
に
吸
収
さ
れ
、
深
刻
な
健
康
被
害
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

勿
論
、
当
時
の
人
々
は
水
銀
が
体
に
悪
い
こ
と
自
体
知
る
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
作
業
は
続
き
大
仏
の
完
成
ま
で
何
年
も
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
の
た
め
に
行
わ
れ
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
方
法
を
間
違
え
れ
ば

逆
に
人
権
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
る
の
は
現
代
も
同
じ
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
な
事
柄
か
ら
、
私
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


